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目 的

真珠養殖において，アコヤガイの洗浄は飼育管理上欠

かせない作業の一つであるが，洗浄時の排水は多くの場

合，そのまま海域に排出されている。洗浄排水に伴う汚

染負荷は，陸域からの負荷の1/3に達するという報告も

あり，養殖に伴う負荷が自家汚染といわれる要因になっ

ている。洗浄排水を浄化処理してから海域へ戻すことに

より，環境に優しい養殖の実現に一歩近づくことになる。

そこで，浄化装置の設計・試作をジャパンテクノメイト

株式会社が，処理能力の評価を水産研究部がすることに

より，真珠養殖用の作業船上で浄化処理が可能な機器の

開発を共同で実施することとした。

方 法

１．装置の試作

アコヤガイの洗浄には，通常ウォータージェット方式

の専用機器が使われており，用水使用量は50r/分と多

い。大量の水から懸濁粒子を効率良く除去するため，ネ

ット（開口1.6㎜）で粗ゴミをろ過した後，泡沫分離に

よる処理方式を採用した。また，気泡の供給方法により

浄化性能が異なることが予想される事から，円筒状の焼

結体で構成される散気筒を流路に沿って配置した矩形浄

化装置（64×42×34㎝，注水時約52r）と回転式散気

装置を円筒状の容器中央に配置した円形浄化装置（直径

55㎝，高さ45㎝，注水時約42r）の２種類の装置を試

作し，性能を比較した。なお，泡の回収は矩形装置は手

で，円形装置は吸引により行った。

２．浄化実験

英虞湾立神浦の真珠養殖業者の筏上で，実際のアコヤ

ガイ洗浄行程に試作した装置を設置し，処理能力を調査

した。実験は平成15年９月８日と10月７日の２回行っ

た。１回目は主として２種類の装置の性能比較を，２回

目は円形装置を用いて，空気流量と浄化性能の関係を調

べた。

各実験は，立て篭と呼ばれるアコヤガイの飼育篭（今

回は１段当たり９個を立てに６段収容した網篭）を一定

の速度で貝掃除機に通して行く中で，一定の処理時間内

（１回目は10分，２回目は13～21分）で排出される固形

物量，回収した泡や水質等の変化を調べた。洗浄排水の

分析は４つの部分に分けて行った。すなわち，①貝掃除

機の排水口に取り付けたナイロンネットで回収される端

先等の比較的大きな固形物，②ネットのみを通過した未

処理水，③ネット通過後に浄化装置で処理された水，④

回収した泡の部分である。各部分で測定された汚濁量の

合計がアコヤガイ洗浄排水による海域への負荷量とな

る。各部分での分析項目と分析方法は以下の通りである。

①の固形物：ネットで回収された浮泥を含む固形物

の全湿重量を測定後，一部を70℃で１昼夜乾燥

させ水分含量を測定し，乳鉢で粉末にした。粉末

試料はそのまま全自動元素分析計（エレメンター

ル社，VarioMAX）でTC・TNを測定するととも

に，過酸化水素水で有機物を分解した後再び元素

分析計で無機の炭素を測定し，両者の差から

TOCを求めた。

②～④の試料：全て灰化ワットマンGF/Fでろ過し，

懸濁態と溶存態にわけて分析した。懸濁態につい

ては，ろ過水量と60℃一昼夜乾燥後の乾燥重量

を計測し，ろ紙ごと元素分析計にかけTC・TNを

測定した。なお，試料の酸処理は行わなかったが，

いずれの試料においてもTCとTNの間には極めて

高い相関が認められ，TCとして測定された炭素

はほぼ有機物由来のものとみなして差し支えない

と考えられた。

溶存態については，ろ液を全窒素計ユニット（島

津製作所，TNM 1）を付加した全有機体炭素分

析計（島津製作所，TOC Ｖcph）で分析し，

TOC・TNを測定した。

また，参考までに，ろ過処理をしていない試料の

CODも測定した。
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